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Ⅰ．ごあいさつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

トップへ

＜環境経営理念＞

＜環境保全への行動指針＞

１ ．事業活動を行う上で、CO₂の削減・廃棄物の抑制・公害防止を考慮し、推進します。

２ ．環境関連法規等・条例及び、当社が同意するその他の要求事項を厳守します。

３ ．地域密着型の事業活動を行うとともに、地域の環境保全に貢献できるように努めます。

４ ．廃棄物の3R（原料・再利用、再生利用）を推進します。

５ ．電力・化石燃料の使用に伴う、二酸化炭素排出の削減に努めます。

６ ．適正な利用により水使用量の削減に努めます。

７ ．老朽設備の更新に努めます。

８ ．全従業員に、環境経営方針の周知徹底を図ります。

　株式会社イガ再資源は、食品関連企業の製造工程等から発生する食品残さを、家畜の飼料
にリサイクルする企業です。平成18年の設立以来、リサイクル活動及び養豚業を通じ現実的
な循環型社会の構築を目指し取組んでまいりました。今後はさらに、エコアクション21に基
づく環境経営システムを構築し運用開始することによって、地球環境に優しい企業として活
動してまいります。
①また、社内におきましても環境意識を高めるとともに、継続して環境負荷の低減に取組ん
で行くことを宣言します。

　当社は、産業廃棄物中間処理業（飼料化）及び養豚業を通じて食品リサイクル・ループの
実現、そしてその継続を目標としており、環境に直結した事業活動の中で最も現実的に循環
型社会を構築できる取組であると確信しております。　　　　　　　　　　　　　  　  ま
た、グループ会社による養豚業によって一次産業の発展、食品自給率の向上に貢献できるも
のと考えております。
当社は、これらの取組によって更なる環境保全の継続的改善に努めていく事を宣言します。

2011年8月1日

改定日： 2017年4月1日

制定日：

改定日： 2022年8月1日

代表取締役社長

2020年8月1日改定日：

改定日： 2019年8月1日

環境経営方針
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Ⅱ．組織の概要 トップへ
（１） 名称及び代表者名

株式会社イガ再資源
代表取締役社長　髙野　丈大

（２） 所在地
本社事務所 三重県伊賀市西之澤1384番地の6
西之澤工場 三重県伊賀市西之澤1486番地の6

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 工場長 服部　太栄 TEL：0595-45-8223
担当者 福永　百杏 TEL：同上

（４） 事業内容
産業廃棄物処分業（中間処理及び収集運搬）、飼料製造・販売業

（５） 事業の規模
法人設立 平成13（2001）年5月30日
資本金 万円
売上高 万円 （対象期間：2022年8月1日から2023年7月31日）

受託した産業廃棄物の処理量
ｔ
ｔ うち再資源化量 ｔ トップへ
ｔ
ｔ うち再資源化量 ｔ

台
台
台
台
台
台

合計 台
主要設備

台数 備考

基

基
積替え保管施設

㎡ ㎥

Ⅲ．認証・登録の対象組織・活動
登録組織名： 株式会社イガ再資源
対象事業所： 本社事務所・西之澤工場
活動： 産業廃棄物処分業（中間処理及び収集運搬）、飼料製造・販売業

Ⅳ．事業の紹介

9名7名

台数 備　　考

敷地面積　　　

積替え保管場所 175.5

飼料化装置

2

従業員　　　　　
西之澤工場

3200
29,593

本社

備考

1,400
中間処理量
最終処分量 0

10ｔトラック 1 産業廃棄物収集運搬車両：ウイング

名称

4ｔタンクローリー

  当社は三重県下において、いち早く食品リサイクルに取り組んできました。
２０２３年春から、当社グループ会社である株式会社トントンファームで製造される堆肥を使用し、協力農家による稲作
の栽培を開始し完全な食品リサイクルループの実現に向けて取り組みを進めています。

0
主要車両及び重機

車種

9,7239,723
収集運搬量

中間処理後の産廃の処分量

13

1

破砕・分別装置

名称 保管面積

投入コンベア・混合気・一次撹拌機・搬送用
ポンプ・発酵槽

保管上限
438.75

0

バキューム式
3 普通車（ハイブリッド車）
5
1

1
営業車
リフト
油圧ショベル

10ｔタンクローリー 2 産業廃棄物収集運搬車両：バキューム式・ギアポンプ式

3,709㎡ 9,046㎡
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Ⅴ．環境経営組織図及び役割・責任・権限表 トップへ

（認証登録範囲）

　

・担当部門の環境活動計画の具体的な取り組み内容を実践し推進する。
・担当部門の問題点の発見、是正、予防処置を実践する。

各部門
各担当長

　主任

環境委員会

・環境E経営システムの構築･運用状況を社長に報告する。

・毎月1回開催し、実施状況の確認･検討を行い、必要な措置をとる。

・担当部門における環境方針の徹底を図る。

・法規制等の登録簿を最新版にする為の情報入手と修正を行う。
・全体的な検討・見直しの為に必要なデータを収集する。
・環境に関連する業務の手順書の作成。

・担当部門における環境経営システムを実施する。

代表者（社長）

・社内情報の外部公開可否を決定する。
・環境経営レポートの承認。

髙野　丈大

　取締役

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境保全活動に参加する。

環境管理責任者

・EA21の実行に必要な資源を用意する。
・環境管理責任者を任命する。

代表者（社長）

・環境に関連する業務の手順書の承認。

・EA21の全体的な取り組み状況を評価し、見直し、必要な指示を行う。

環境管理 責任者

・環境委員会を開催する。

・緊急事態の想定と対策手順の決定、対応訓練の計画と実施。

役割・責任・権限

工場長 服部

服部　・　福永

・環境経営システムを構築し、実施、管理、維持する。

福永・水野・堀

・外部コミュニケーションの窓口。

髙野代表取締役

事務部門【本社】

環境委員会

　代表者取締役

担当 福永

処理部門（収集運搬及び処分）【工場】

西・細井・谷本・岡林

環境事務局

・環境方針を策定する。

環境事務局

・環境目標・環境活動実施計画書の原案を作成する。

・環境管理責任者を補佐し、環境委員会の事務局を務める。
・環境への負荷及び環境への取り組みの自己チェックを実施する。

・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚する。全従業員

・担当部門の従業員に対する環境教育･訓練を実施する。

・環境活動レポートを取りまとめる。
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Ⅵ．許可の内容

　　一般廃棄物収集運搬・処分業の内容

業種分類：　（2）処分

　　産業廃棄物収集運搬業許可の内容

汚
泥

廃
油

廃
酸

廃
ア
ル
カ
リ

廃
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
類

木
く
ず

動
植
物
性
残
さ

金
属
く
ず

有 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
無 ○ ○ ○ ○ ○ ○
無 ○ ○ ○ ○ ○
無 ○ ○ ○ ○ ○
無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　　産業廃棄物処分許可の内容

汚
泥

廃
油

廃
酸

廃
ア
ル
カ
リ

廃
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
類

動
植
物
性
残
さ

金
属
く
ず

○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

備　　　考

伊賀市内 伊第4-23号 令和4年3月28日 令和6年3月31日

岐阜県 第02100121472号 令和3年9月13日 令和8年7月28日

廃棄物の種類

三重県 第02418121472号 令和3年3月1日 令和7年12月25日

大阪府 第02700121472号

許可年月日 許可有効年月日

第02428121472号 令和2年10月20日 令和7年9月6日

長野県 第　2009121472号 令和4年6月20日 令和9年6月19日

岡山県

中間処理

許可有効年月日

令和3年12月13日 令和8年12月12日

第02600121472号 令和元年8月27日

許可区域

愛知県 第02300121472号

第03300121472号 令和3年10月17日

許可番号

処理能力 飼料化施設：８５t／日（10h）　　破砕・選別施設４.８ｔ／日（８h）2基

許可有効年月日

事業の範囲 廃棄物の種類

許可年月日

滋賀県 第02501121472号

第02804121472号 令和3年11月16日 令和8年11月15日

許可区域

令和6年7月16日

混合・発酵（飼料化）

選別・破砕

令和4年6月10日 令和9年5月23日

三重県

令和3年8月27日 令和8年7月27日

京都府

許可番号

許可年月日許可番号

積
替
保
管

兵庫県

令和8年10月16日

許可区域
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Ⅶ．廃棄物処理フロー

Ⅷ．廃棄物処理量と環境負荷の実績
単位
kg-CO2

トン

トン

トン

トン

トン
㎥

※二酸化炭素排出係数 kg-CO2/kWh 関西電力の2017年度の調整後の係数　
※化学物質の使用はなし。

Ⅸ．環境経営目標及びその実績

〇

〇

✕

〇

✕

〇

✕

〇

〇

※リサイクル率は、加水の為100％を超えることがあります。
※2 受託した食品廃棄物と飼料販売数量の率

200,994

2021年 100% 100% 100%基準年度比

環境に配慮した収集運 行動目標（次項による）

一般廃棄物の削減

再生不可廃棄物の排出
の削減（廃プラ：焼
却）

95%

上記二酸化炭素排出量
合計

90%

食品廃棄物の再資源化
率の向上

kg-CO2

97,634 95,682
98% 107%

106,226 98,183

96%

ｔ 93

基準年度比

2021年 98% 78%

基準年度比

103

4,336

kg-CO2

ｔ

455 556 644

1,856 1,533

206,180

受託最終処分量

廃棄物排出量(受託)

受託中間処理量

0

0.184

二酸化炭素総排出量 1,726,880 210,545

4,291

基準値 2022年

電力による二酸化炭素
削減

（目標）

102,974

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

95%

2024年

4,427 3,516

2021年

0 0

受託収集運搬量

自動車燃料による二酸化炭
素削減（ｶﾞｿﾘﾝ・軽油）

kg-CO2

　産業廃棄物排出量

基準年度比

7,751

　一般廃棄物排出量

0.194

（目標）

96%

0.203 0.119 0.193

基準年度比

0.180

104,058
基準年度比

灯油による二酸化炭素
削減

評
価

4,517

0.193

90%

2021年

80%

100%

72

100%

1,400

108,394

93,729

0.418

2023年

70%

95% 86%

基準年度比 134%

92%

8,207 9,723

1,152

97%

93%

100%

項　目 2020年 2021年 2022年

100%

㎥

2021年

91%

%

1,252

100%
100%

水道水の削減

課題を解決しチャンス 行動目標（次項による）

水使用量 1755 1,250 1,077

（基準年) （目標）

1,127

104,482 94,705

95%
0.175

99%

210,545 206,334 206,180 203,100

138 82

1,189 1,077

2021年

90%

廃棄物排出量(自社)

再生可能廃棄物のリサ
イクル向上 基準年度比 2021年 50% 79% 52% 54%

ｔ 644 322 507 335 348

96%

2021年

（実績）

kg-CO2

98%

※2
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Ⅹ．環境経営計画の取組結果とその評価 トップへ
達成状況：○達成　△一部未達成　×未達成

電力による二酸化炭素削減

取組紹介欄

合計
2021年 262,786

2022年 234,887

灯油による二酸化炭素削減

取組紹介欄

合計

2021年 1,814

2022年 1,412

６月８月 ５月

・工程ロス削減による稼働時間の短縮

0

９月
0

・空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２０℃）

・設定温度の適正化

１０月 １１月 １２月
0

0 0 432
186

427

〇 環境経営目的の達成状況
新型コロナ対策の緩和に伴う経済の活性化により入荷物が増え
製造機械の稼働時間が長くなり使用電力が増えているが、２０２３
年６月末より太陽光発電設備の稼働により今後の再生可能エネ
ルギーを利用することで電力による二酸化炭素を削減できる見通
しです。（太陽光発電設備認定設備容量：１７５kW）

18,219

3月2月
26,427

9月 1月

○

26,631 23,346
10月

19,735
4月

7,054

5月

△
○

6月

達成状況

△

取組結果とその評価、次年度の取組内容

12月

30,198

・節電プレートの掲示

４月

環境経営の達成状況【〇】
冬季の気温によりストーブの使用率が変化するものの、着衣等の
調整により対応することを心がけ灯油による二酸化炭素の削減を
目指す。

18,599 25,197 24,772
19,503

18,182

・不要照明の消灯

○

22,399

７月

数値目標

25,601
20,809

0
160 0 0 0393

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

１月 ２月 ３月

25,232 19,708

343

8月 11月

数値目標

・空運転の防止

7月

○

0
0

10,068
19,50323,131

16,68020,139 20,178
16,362

0

○

0
0 400 380 235 270

0

20,000

40,000

電力（kWh） 2021年 2022年

0

100

200

300

400

500
灯油（L) 2021年 2022年
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自動車燃料による二酸化炭素削減（ｶﾞｿﾘﾝ・軽油）

取組紹介欄

合計
2021年 6,107
2022年 4,476

 取組紹介欄

合計
2021年 32,351
2022年 36,472

一般廃棄物の削減

   取組紹介欄

合計
2021年 0.20
2022年 0.190.03 0.03 0.02

2,2811,880

335

11月 12月

9月8月

・アイドリングストップの推進

558
447

取組結果とその評価、次年度の取組内容

・コピー用紙の裏紙使用

10月

数値目標

9月

数値目標
・分別の徹底 △
・分別による、リサイクル化※再利用廃棄物 △

0.01 0.01

達成状況

10月

環境経営目標の達成状況【×】
一般廃棄物の分別を徹底することで改善兆候はあったものの年
間を通して目標が達成できなかった。次年度も分別の徹底により
改善を目指す。

11月

2,667

0.03 0.02

11月

9月

2,182

577 492

0.02

3,426

481
10月

510

✕

605

・エコドライブの推進

8月

1,841
3,325

12月

・効率的なルートで配送

0.02

2,805

12月

✕

・可燃ごみの削減

○

439 428

7月

3,706

1月

326

4月 7月5月

○

達成状況

○

環境経営目標の達成状況【×】
新型コロナ対策の緩和に伴い経済が活性化する兆しがあるため、
今後も継続した受託廃棄物の受入が考えられることから、数年程
度状況を見たうえで目標値を再設定する予定です。

480 508

1,848

6月

6月

5月

0.01

取組結果とその評価、次年度の取組内容

3,096 3,270

0.02

3,155

2月 3月

2,880
4月

474

3月
2,869

7月

3,123 3,305

435

3月 4月
0.030.02 0.030.00
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再生不可廃棄物の排出の削減（廃プラ：焼却）

取組紹介欄

合計
2021年 92
2022年 138

食品廃棄物の再資源化率の向上

取組紹介欄

平均
2021年 101%
2022年 100%

水道水の削減

取組紹介欄

合計
2021年 1,252
2022年 1,077

103%
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取組結果とその評価、次年度の取組内容
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取組結果とその評価、次年度の取組内容
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○
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○・節水プレートの掲示

11月

102
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69
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環境経営の達成状況【〇】
年間を通じて目標を達成できたが、気温の上昇とともに製造や清
掃に使用する水道使用量が増加する傾向にあった。次年度は夏
期の水道使用を特に意識し改善を目指す。

・雨水の利用

○

3

・入荷物の梱包及び容器の確認
・作業ミスによる廃棄物の削減

6

達成状況

100%

○

✕

環境経営の達成状況【〇】
入荷物の種類により再生不可廃棄物として排出している部分があ
るため選別作業の質をさらに向上させる必要がある。・加工によるロスの削減

6 7
3月2月

・再資源化（販売）先の開拓 ○

・作業ミスによるロスの防止

数値目標

10
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11
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7 12

17

取組結果とその評価、次年度の取組内容

138

環境経営の達成状況【×】
目標が達成できなかった要因として、容器に入った入荷物が多
かったことが考えられる。新型コロナ対策の緩和による経済活動
の活性化もあることから次年度以降も引き続き左記活動を継続し
基準値の再設定を行う。
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環境に配慮した収集運搬

取組紹介欄
車両運行時は運行管理表に運行前の点検結果を記入し必要に応じてメンテナンスを行っている。
また、収集運搬時には効率と安全を考慮した配車を行い、ドライバーは無駄のないルート選定により運行している。

課題を解決しチャンスを活かす取組

取組紹介欄
作業頻度と作業の危険性を考慮し予算調整の上、LED化を行っている。

達成状況

○

環境経営の達成状況【〇】
目標を達成できた。次年度についても左記活動を継続する。

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

・積み残しの削減

取組結果とその評価、次年度の取組内容
・水銀灯のLED化

○
○

・車両の清掃

△ 環境経営の達成状況【△】
工場内水銀灯の一部をLEDに交換した。今後も予算を調整し交換
していく。

・作業開始前の車両点検 ○
・エコドライブの推進（燃料使用量は別項
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トップへ
Ⅺ．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無
法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

Ⅻ．緊急事態対応訓練
緊急事態の想定： 労働災害の発生
■実施日： ■実施場所：
■参加者： ■実施内容：

手順書の変更の必要性□ あり ☑ なし

【労働災害防止勉強会】
講師：服部太栄
講習内容：労働災害の防止

勉強会のポイント
１．全国的な労働災害の発生状況について
２．労働災害の主な発生原因について
３．当社で想定される労働災害と防止策について
勉強会のまとめ

２０２２年１１月２３日（水）

適用される事項（施設・物質・事業活動等）適用される法規制

悪臭防止法

業務空調機廃棄時、フロン類の適切な処理、回収・破壊の工程確認及び、フロン類使用機器の定期点検

遵守

家電リサイクル法

食品リサイクル法

自動車リサイクル法 廃棄時、引取業者への引き渡し

再生利用事業者内容の掲示、料金の届出公示及び、差別的取扱の禁止

廃棄処理及び清掃に基づく法律
飼料安全性の確保及び品質の改善に関する法律

消防法 消火栓、消火器等の定期点検及び更新期間の確認

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。
なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

地域との協議・覚書 産業廃棄物処理及び清掃に基づく法律の厳守

自主基準設定（規定地域にはなっていない）

廃棄時、引取業者への引き渡し

産業廃棄物の、保管基準・処理委託規準・管理票による管理・県条例に基ずく事前協議・許可更新等

　・労働災害防止勉強会
■実施状況の様子　及び　結果

飼料の、安全性・飼料製造及び販売の届出

フロン排出抑制法

遵守

遵守

遵守

㈱イガ再資源　本社２階会議室

遵守

１１名

遵守

遵守

遵守
遵守

遵守評価

全国的な産業別労働災害発生状況とその原因について説明した後、当社で想定される労働災害につい
て全員で考え、労働災害を発生させないためにどのような行動、対策が必要か意見を出し合い実際に
その対策を行うことで取りまとめた。
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ⅩⅢ．代表者による全体の評価と見直し・指示
実施日：

環境経営方針 □ 変更なし ☑ 変更あり

環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり
実施体制 ☑ 変更なし □ 変更あり

ⅩⅣ．環境活動の紹介

ⅩⅤ．編集後記

美
化
活
動
　
ゴ
ミ
拾
い

美
化
活
動
　
草
刈
り

　 今年度の取り組みについては概ね目標を達成できていますが、廃棄物の収集運搬の頻度や入荷物の
種類により燃料の消費や再生不可廃棄物量の変動により目標達成に影響を及ぼしている部分も見受けら
れます。新型コロナの５類への移行により、経済の動きも大きく変動することで収集運搬の依頼も増加傾
向にあることからエコドライブの徹底と入荷物の選別制度の向上を徹底することにより目標を達成していき
たいと思います。

エ
コ
ア
ク
シ

ョ
ン
2
1
掲
示
板

2023年9月1日代表取締役　髙野　丈大

今年度の実績は新型コロナ対策の規制緩和の影響もあり入荷物の処理依頼、引取り依頼が増加したことに
より全体的に基準値を達成できていない状況です。今後の見通しとして、新型コロナの５類への移行もあり
更に経済が活発化することで入荷物の処理依頼が増加することが想定されるため、コロナ禍による影響が
安定するまで様子を見て目標値の再設定を行います。
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